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奈良県における古都保存の現状について

１ 奈良県における古都保存の現状

（１）歴史的風土保存区域の指定状況

９地区 ６，０２４ヘクタール

昭和４１年 奈良市、斑鳩町

昭和４２年 天理市、橿原市、桜井市、明日香村

歴史的風土特別保存地区の指定状況

１９地区 ４，８９２．１ヘクタール

（明日香村 ２，４０４ヘクタールを含む）

（２）規制区域内の行為申請 ※（ ）は奈良市分

平成１５年度

届出件数 １８６（９８）件

許可申請件数 １６７（６３）件 許可件数 １５３（５８）件

不許可件数 １４（ ５）件

平成１６年度（１６年１２月末現在）

届出件数 １０４（４５）件

許可申請件数 １６５（７４）件 許可件数 １２９（４７）件

不許可件数 ３６（２７）件

（３）土地の買い入れ

平成１５年度末（累計）

事業費 約４６０億円

買い入れ面積 約２８５ヘクタール

２ 今後の課題

買入れ地の管理、活用

・買入れ地の維持管理

・古都にふさわしい景観の創出



















滋賀県における古都保存の現況について

１ 滋賀県の古都保存の現況

（１）大津市歴史的風土保存区域

平成 １６年６月１５日指定公示 約４，５５７ヘクタール

（２）歴史的風土保存区域内の行為申請

平成１６年１２月末現在（１６年８月２日～１２月２０日）

届出件数 ６１件

２ 今後の課題

（１）歴史的風土特別保存地区の都市計画決定

・現 在 大津市において原案を作成、主要社寺との調整を開始

・平成１７年秋頃 市原案を踏まえ県の原案を作成、都市計画の手続きを開始

・平成１８年春頃 県都計審の審議等を経て決定予定

（２）各種施策との連携による古都大津の歴史的風土の維持保存
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滋賀県における景観法への対応状況

平成１７年 ２月８日現在

滋 賀 県

行政団体 景観条例 景観法への対応

平成１７年度に、今までの独自条

ふるさと滋賀の風景を守り 項の内容も一部加味した景観法に基

滋賀県 育てる条例（風景条例） づく条例を策定し、市町との協議お

昭和５９年７月制定 よび関係地域住民への説明のうえ、

景観計画の策定および新条例の施行

を行い、風景条例を廃止する。

上記の方針について、景観審議会

および都市計画審議会で継続審議中

(３月末答申の見通し)。

平成１７年２月、県に対し景観行

近江八幡市風景づくり条例 政団体についての協議を行い、県か

近江八幡市 平成１７年３月制定予定 ら同意の予定。今年度内に、景観行

政団体となる見込。

３月議会に景観基本条例を提案予

定。

平成１７年２月、県に対し景観行

古都大津の風格ある景観を 政団体についての協議を行い、県か

大津市 つくる基本条例 ら同意の予定。今年度内に、景観行

平成１６年３月制定 政団体となる見込。

なお、現在景観計画の策定方針に

ついて、市景観審議会で審議中。

平成１７年４月、市長選により選

快適なまちを創る景観条例 任された新市長の方針を待って、県

彦根市 平成７年９月制定 に対し景観行政団体についての協議

を行う予定。

その後、景観計画の策定、新条例

への移行を進める予定。

北国街道（黒壁周辺)、大通寺など

、長浜市 中心市街地の景観形成を進めるため

景観法の活用方策を平成１７年度施

策として策定の予定。

、その他の市町 市町村合併が進んでいることから

甲賀市(旧土山町) 新年度早々、県から会議の場で再度

高島市(旧マキノ町) ［参考］ 景観法について説明を行い、景観行

米原市(旧山東町) H16.9末 ５０市町村 政団体に関する同意方針等を説明す

ほか H17.2末 ３３市町 る予定。




